
THE ISSUE•中国の行方

日中関係はこのままでよいか
中l·•ilに対する比｝jがi切れている。 グローパルな悦野から比る作成1論、 u q’l均係の枠から見る現実論。

「クーローパル化・市場経済化l時代の』l 1 l:flの行方とH •I’関係」をテーマに、

おのおのの立場の代表的論者の1111で命説を交換し、lllJJ凶の本質を浮き彫りにする。

難民殺到に日本は耐えうるか

中l.!illお政治改革にtJ{）（り車ILむ

「グローパル化・iii場経消化Jという

が、 それはーim先進r.XI 1\10:>、 あるい

は一－初予行・，＼·J’論・��・ ジャーナリスト

の、JJ#Tーな主義づけ、 佐川づけてLあっ

て、 lll:Wがそっくりグローノ〈ル化し、

tliiJ,'；続出イヒしているか、 または、 しよ

うとしているか、については独｜析でき

ないし、 すべきではなL、。換。：すれば、

グローパル化といい、 di場杭消化とい

い、それは一1f1iの�＇fJli!.ではありえても、

111：伴のすべてではない。 引ゾミのiii［れの

，，，には、 j並行するらのもあれば、 ある

べき遂としてら、 �Iミグローパル化や�1:

di場経消化の必要な1f1iすらありうるの

ではないか。

(i�って、 ＇＇＂Elの1 j· Jiを、 このような

-)j的な、 llil定した、 あえてパえば独

断（l�J7j: Ji1f1Jつ’けからのみ』食品｜：すること

は、 ｝ji};，.命としてi::1;wがある。

要は、 ＇＇＂ f；・｜はどうなろうとし、 どう

なるであろうか、 そしてその小＇＂・｜に対

してJi，－！＞：はどう刈l必すべきか、 という

ことであって、それ以l：のむのでも、

以卜．のものでらあってはならない。 こ

ちらで先に物ぶしを決めて、 それでの

み般しはろうとすることは.＠吋ではな

い。 ＂’I Elが21111：紀の下ばに、 人口 151立、

l入、＇＇1たりGN ドが4000 'n、というよう
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なレベルにjfしたいとして、 日ドのと

ころ料消改•＇1＇•：・llf.I欣政策に＇!i·念してい

ることは｝ム；く，認められている。

"" ＂＇がこのような｜ ｜棋に1l1Jかつて努

力しているのは、 19111：紀後
、
l':t:J.米の，1行

列強によるM民地（I�）文配や「i:J;、jf,l[X.、

戦争などの結月L J干しく山：ちit並れてしま

ったI t<I’ぶ位。立を何とか修似し、IEl }Jの

m必発）J.�を-fI·.命令としているからだ

ろ7。

小＇＂＇があたから杭i作改•＇1＇＜とll�I欣政策

にのみ｜刻心があるように交けJ[X.る人が

少なくないが、 小I Elの引m;.i+r；の�iiの

，，，には、 政治改，.，•• ：の必要性、 ィ、11f；壁性

もイ{11：することを忘れてはならない。

彼らによれば、 続出改·'i'・：に似去さない

政治改干の先行は、決して＇＂＇’ぶ令｛本の

秋·J Fある発出に資するところがない、

と与えているようである。この比五は、

ソ述J11iJiυ'Ji後のロシアや米欧諸， ，�を見

ればi’j"本できるらのである。

失敗は許きれない

それでは、 小I 1；！は、 なろうとしてい

るようならのになりうるか、というと、

それは日ill析できなL、。 なぜなら、過去

においてそうであったように、 さまざ

まの粁余1111折、 ム＼'j j·1/i，��があリうるか

らである。 文化大• ＇（•：命や米安！”1·Jq'1：の

ような.＇.＇：.＇.いがけないことが、 いつ、 ど

こから起こるかわからない。 それにも

かかわらず、 ＂＂りはなろうとしている

をになれるであろうか。 少なくとも失

敗は汗されないとζろに立たされてい

る。 むし失敗すれば、 llfl欣1iiiのiJi'.,r;Lに

道民りしかねないからである。

それでは、 失敗しないためにはどう

すべきかというと、 第lは、 11 'i El !'I身

が山花のJi1l1J lこ1f1Jかつておこ実に1iijj並を

就けることである。 少々の粁余1ll1·!Rや

ぷ行錯ぷにめげることなく、IVrl•'iJとし

てノトの政策を椛j止していくことである。

第2は、他＇＂＇が11 ' i  Elの1iii進を妨げたり、

政策の逆行のザIH躍をしたりしないこと

である。 政治改革を強要し、 そのいJYJ

実効をめi ;Jとするのあまり、続i庁l次，.，.• ：を

it長らせるような干渉がましいこと（例

えばjぐ必｜”l'MI二の｜訟の経済制肢のよう

なもの）にならぬことである。
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3・6・12ヵ月予測l FORECAST 

マクロの消費はしばらく底ばい
四半期別行実質民間最終消費の前年同期比 （回復跨期の予想）
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かながら卜ιI－し2.33%へ、

失業者は15»Jj入に述している。さらに、

失業主rrとし忙ぷ1f1iには／P，ていない企業

内失業才；が 921f.末で200}j人近いとい

う推計もあ iる 。 むし、この：Ji::1いI＊業

者－が�！tiギ1：化 るようなことになれば、

失業率は5 %を超え、 綱人ii'i'l�の孫ち

込みは一段 と ！厳しいものとなる。

しかし、 鹿 川打数の利lびが大｜隔に鈍

化する:tj�態（社 （·恕されない。 ij：小企業

を，，，心にIれJV )(l�Jな入手不足感が線強い

こと、全業｜相失業字；の大、子が解JuIが雌

しい，，，山年ゆ ホワイトカラーlf-1である

ことによる。 I 87.1f.の円，�·：i不況｜昨は、 輸

出1�2製造業�_I：土誌を小心に厳しい）f正月l

調務が起こI�、失業率は3%にまで�·：i

まった。 今，，可の不況では脊H�Iなどのtr

令にまる調 革が主となり、反！日の制緩

は緩やかにとJどまろう。 そのな11-kで、

伊l人i1·mがさ｜らに冷え込む状況には王

らなし、。 むしlろ、Pl刈による物｛11liの一

段の安定や、景気！氏入れ悠によって徐々

にlりlるさが/l'rllこよう。

[12ヵ月後］；
耐久財の買い替えサイクルに入る

91、旬、93 4ドと3 年に及ぶHn�不況

は94.11土私以降U11似lこt伝じる。 主l刈は面：I
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久！引のストック淵務の終fである。 来

JIJ1llll反ジ己はノfフソレ効採などか ら 88、89 、

90年と2ケタのや，，びを示した。 93年末

か ら、 この1':1い伴えサイクルに人る。

この2 ) l、3flと来HJlれの＇I：産台数が

約1 (,I三ぶりに2ヵJi述統1ili.11：水準を_J .. 

l!!Iったが、その予兆ともいえる。

金利低下と住宅政策の椛進によって、

何年後半以降、持ち家やマンション�Yj:

工の｜百｜復が予想される。 この動きにや

や遅れて、家·；！！：などの｜耐久il'lPl財の販

売も上1-r,1くと比込まれる。

耐久消費財がストック淵幣を終え、

回復傾向に入ると、）j（·れの先行きに対

してもさらにlリlるさが広がる。イ｜司Aii'i

官に11！.：も大きな；必斡を＇j·えるのは、将

長｜毛のj'JI・��；，つまり対気の見込みである。

；売れの先行きが�くなるとなれば、ii'i

t�マインドはjjlj1f1Jきとなり、9411：私以

II年＇＂＇w＇こ転じるとみられる。 むちろん

げi賢官包.fll説もあり、1111似テンポは緩や

かなものである。

｛｜占｜人出資の1111似には、何よりも企業

労）Jが必要である。 8Q:ij'.－（＼：後、ドのバブ

ルJUJには、企業は色や形など少し口先

を変えるだけです己り」：げの拡大を�Iる

ことができた。 地道な技術.·，ic新の努力

はほとんどイ＜�だった。 その衿めが、

［アンケート回若者］伴 壷英・大阪大学教綬／木田敬吉・東
銀リサーチイン7ーナンヨナル社長／市来，白海・往生tt研三
任研究員／伊助’忠則·I.I士総研理原／企子.Ill.－·日経研究セ
ン？一主任研究員／三宅悦ー・日本総研副理事長／洲脇啓太・
丸紅鍋査情報部長／高厄緩ー・野村施研経済掴査部員／武i.i
精・興銀取締役淘査部長／横，膏稔夫・日興リサーテセンター
副理郁長（ABC順）
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3 今い｜の伽l人mt�イミi}（となって表れてい

る而もある。 しかし、ii'i 'l�／ドHlが2イ1.:

も就く小で、ii’m才；のニーズを:tillらえ

た地道な技術•＇1'i'$frを，，，心とする企業本

米の前到jに反りつつある。

92年末に7c:.i'，己されたトヨタの「マー

クll J、ソニーの「ミニデスクJなどII.干

代のtf,l,'Iに応じた魅力ある1l'H品が生み

II＇，され始めた。 技術1y.：新によって、 よ

り質の�い前j品がより交く提供されれ

ば、イミi}lのli\Jに111i;っていた出子1：的な；fi

裂は呼び起こされる。

その場合、 111：裂なカギを料るのは、

第2次ベビーブーム世代が、 これから

続々とii'iWrliJ:品に参入してくることで

ある。 これらIU:f＼：は70～73年に生まれ

た、，，月塊の世代の子供たちであり、93

>1：＝.には20～23ぷに述する。 この年齢j併

はいつのl時代でもii'mの先端をえtり、

消費ブームの火付け役となってきた。

�2次ベピーブーム世代は11.N－＼：の変化

に敏感で、ファミコンに代表されるハ

イテクを駆使した新しい尚品を使いこ

なしてきた。 企業が若い·11t代にアピー

ルする新商品の｜；トl発に成功すれば、fl�I

人il'IY�の阿似は11＇·まることになる。

卜flj鬼·!It{－＼：のごHJ�たちの次にj主Hすべ

きH'm者·Jr1 I立、i".":i齢J才と女．性である。

向前bぞ；や!J.；七l：にf長しいfI: 

「l沌の「マ一チJ など、これまで数多

くの成功例がある。 第2 次ベビーブー

ムIU:f＼：、両齢者、久相：と市在的なii’i賀

市場はim町・がjよい。 これら��＇；·：�なii'i'Pl

li必要をどう持llり起こすか。 そこを掠

り当てた企業が、次のil'IWl!'HWUJをリ

ードすることになる。 ． 

2 

。
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1952年の日華平和条約、 72年の日中

国交正常化（共同声明）、 78年の日中平

和友好条約などは、 太平洋戦争後の日

本の対中政策を国家聞の約束として具

体的なかたちで表したものである。 し

かし、 これらはすべて、 いわゆる「冷

戦時代Jの所産であって、 その時その

時の国際政治環境に大きく左右されす

ぎていたため、 あるべき姿とはかけ離

れた点が含まれている。

中国に大混乱を招いていいのか

52年に中華人民共和国とではなく「中

華民国Jとのみ平和条約を締結し、 こ

れによって日中両国間の戦争状態を終

結させたこと、 72年に太平洋戦争で一

番被害の大きかった、 中国大陸を代表

する中華人民共和国が対日戦争賠償を

放棄したこと、 などはその最たるもの

である。 冷戦崩壊後の今、 日本の対中

政策は、 このようなあるべき姿からか

け離れた点を十分認識したうえで再構

築されなければならない。

第1の台湾と大陸との関係について、

まず忘れてならないことは、 日本は無

条件降伏の結来、 平和条約の中で、「台

湾及びj彰湖諸島に対するすべての権利、

権原及ぴ請求権を放棄するJことを約

束しているという事実である。 この点

は米国をはじめ、｛也のいずれの国とも

桜本的に異なる。

中国も台湾も「中国は一つJと言い

ながら、 中国（大陸） と台湾とが一つ

になっていない現実が問題を難しくし

ているのだが、 日本としては、 上記に

かんがみ、 彼らが「中国は一つJと言

うことをやめるか、 現実に中国が一つ

になるか、 いずれかの段階に進むまで

は口は出せないし、 日を出してはなら

ない性質の問題である。

第2の戦争責任・賠償の問題につい

て言えば、 それは一片の謝罪の言葉の

GLOBAL BUSINESS JUNE lST 1993 

問題ではなく、 日本人一人一人の心の

中の問題、 認識の問題であることを知

る必要がある。

戦後の日本の広い意味での教育は、

この点において大きな過ちを犯し、 今

も犯しつつあると思われる。 その是正

は、第一義的には政治の問題であるが、

それが進んでいないことが、 今後の日

中関係の発展のうえで大きな障害とな

ることが憂慮される。

第3に、 安全保障上の問題がある。

それは、 rJ I国の軍備増強とか覇権主義

とかではなく、 』－11凶が現政策に行き詰

まり、 万が一にも大混乱を招いたとき

の日本の安全保障の問題である。 今東

欧からの難民で西欧が直而している困

難が姿を変え、 規模を大きくして日本

に解決を迫るときはどうするか。 それ

を思えば、 それを回避することに努力

するのが日本の取るべき道で、 中国が

賛否両論刑E邸UE

万が一にも大混乱に陥ることを，i午存し

てまでも中凶を見放すことは、 Fl本の

取るべき道ではないと思う。

米l茸｜が＂’It�の民主化や人権IHI題につ

いて厳しい政策をとるからといって、

これに無批判に追随するのが匝｜際化だ

と思い込んだり、 ij1恒！の海軍力の近代

化をすぐ軍事大国化、 軍事的脅威、 利

権主義に結びつけて騒ぎ立てたり、 社

会主義市場経済の理論的解llJJが難しい

からといって、 その政策への協力を惜

しんだり……。 そのようなことが、 隣

凶中国における大混乱を招L、てもやむ

を併ないという突き欣した立場の下で

行われているのだとすると、 それは恐

ろしい政策である。

数十人のボートビーフ。ルが漂着した

だけで大騒ぎをしているのに、数万人、

数十万人の難民が殺到したとき、 日本

はこれに耐えうるだろうか。 ． 

「三つの中国」を受け入れよ
中嶋嶺雄 カリフォルニア大学・サンディエゴ大学院客員教授

日中関係、に国際的猪疑

日本は昨年、 日中国交20周年の節目

を迎えて日中友好関係を再確認し、 10

月下旬には、 史上初の天皇訪中も実現

した。 それが脱社会主義と冷戦の終お

というi析しい国際環境の中で行われた

だけに、 ひときわ内外の注目を集め、

日本の対中国外交のあり方が改めてOli

われている。

6 ・ 4天安門事件に起肉した111国に

対する制裁の解除に｜探しても、 日本は

西側諸国の中でひときわ寛大であった

が、 そこにJl}f臼な外交理念が示された

とはいえなかった。 隣凶として、 まず

第1に中国の懐に飛び込んでいくのは

ょいとしても、 今日のように多元的な

価値観が競われる時代に依然として共

産党一党独裁を堅持し、 あれほどの人

権抑圧をやって平然としている中国に

対し、 なぜそのような態度をとるのか、

その理由を明確に示し得ず、 そのよう

な中国に対して、 言うべきことを十分

には表明していない。 だから、 Fl本は

中国に対する経済的な利害によって何

か企凶しているのではないかという凶

際的な��i疑心も生ずるのである。

2I"flt紀にかけて、 日本はますます大

きなI玉｜際的責任を果たしていかざるを

えず、 日本を取り巻くアジア諸国も、

経済のグローパル化に大きな寄与をす

ることになるであろう。 だが11111時に、

アジア諸国は、 長い間、 「小包lの影Jに

苦悩してきただけに、 日本と中国がこ

れ以上に緊密化することのマイナス面

も、 日本としては十分に考慮していか
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なければな・らない。 そこにいIらかのlりl

l’lな広 切りを設けておかないと、人椛

Jfill l：のあのブぐ似’＇I・Mlーを起こした』， , ,,,, 

と一緒になって、 －Hiの地政�·n1'·1なア

ジア：．義がt1imするのではないか、 と

いう見｝jが1:1；・｜際－H会にも11111てこよう。

そttだけにわがIElとしては、 日本は

あく 草 でもVlif!!IJ,i行IElの点イである－Llと

して、l lll:Wの汗迫（l�JなIJ;lfll［、 つまり経

消のI� 111 なあり｝j、 社会の多元的な｛iHi

f1li.説。1 共存、 人権の劫ー屯といった、 近

代1U: ！／� がノ！：み11'1した普遍的な｛iHi侃への

店、誠 とiいう「l1ll-Qを，也える義必」（スタ

ンレイI ·ホフマン） に）;j"しては、 どこ

までも｜それをおit.避し順守する立場にあ

ること｜を今こそ必調すべきであり、 そ

うした同念を外交Lもぷlりl することが、

�＇1 J(1j、 U1�ら必�：ではないか。

日本＊＇際的役；1i1Jが大きくなればな

るほどl こうしたグローノイjレな悦型fを

欠いた怯 ま、 例えば「 小IE・｜はアジアの

大11;.1であるからjとか、「｜｜本は•I'I五｜の

以下l1t1であるから」 とかの特殊的かっljl.

純な地I'll.的発泡！でl I 'I•友好WJ係の強化

をll/11える ことが、 いかに没耳目念（l�Jな地

i改中（l�J決定論であるかを「l覚していか

ねばな む ないだろう。

しか も 11 ij Elに対しては、 ljl.に人NnJI11

II：のi::i起のみならず、武品輸1111の川）辺、

·111：界的:1: 'i_p：：結ftt[Jl11の＂＇での革’I�化と·.p:

111；のi::i；曜、l�i沙諸ねなどの南シナilriや

尖｜品Jfll.f.bなどの米シナili.tにおける＂＇凶

作／’I（の柵次ぐ紛i椛主義（l'·J .拡張主義的

行ゐな Cf、 さまざまな·1�柄への懸念を

きちん 品表明しなければいけないにち

かかわ 叫ず、 私がしばしば言うところ

のr M1ll 11卜:l(:•:ftけ外交J、f IいI•友好一

辺住11外角jの’附性なのか、 そうしたこ

とをl lオ�(J!I）はこiLまでほとんどlリl Hに

1：娠して｜こなかった。

ところで＼社会主誌の全lll:W(l'·Jな変

貌というllf hl：の転換を1iiif］�に、 将＊の

アジアをfJj＇えるとき、 －｝jでは米アジ
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アに広がる＂ijJ；・；1(1�Jlll:Wのりt’'j�を1！＇！付見す

ることはできない。 そして、 和、はこの

小IEl (i'·J Ill：伴が確実に「三つの中国Jの

II年代になってきていることを指摘しな

し、わけにはし、かなL、。

崩れる「一つの中国」

l1i近までは1j1 l1\5人民共和II E・lだけが＂＇

lrlであり、それとおい、イトつてはいるが、

今にも燃hとからがjえてしまいそうな小

さなイ（..（1：としての計約（ "l 11＇［；民！：El)、 そ

して刈rt!の仙民地・香港一一こういう

｜刈式で多くの人たちは1I1l-r<I的ill：持を考

えてきたと言えよう。 1 1 111凶交樹立以

米のこの2011'-ll\J、 I lノドの小｜毛｜認識は明

らかにそのような図式に基づ代、ていた。

ところが、 これからはまさに経済rj I 

心のH制にであり、経済mt�で与えてみ

ると、 1I'i1<1、 内的、 持泌という「三つ

の'111.EI」がほぼ1·.'i抗してイf治iする引�

が、今後、ますます�！＇日見できなくなる。

私たちは、 1I 'i Elというと、111俗人民

共和ltlとfij1 市民IEIJ＝内向のどちらの

111 l:EIをlli\.I：かとか、「一つの1l'iEIJとか、

「二つの＂＂1t1」とか、 そういうことにあ

まりにもれを使い過ぎてきた。

しかし引’·�には、「三つのijij Ii Uが.fll

JI:！こfill�、介いながら、 ＂'i"El(I� J 111：卯を拡

大している－ー特に芥港のl;r�粋は広米

有にjよがり、 台前の彬科iは情処ヂiを緩

いつつある一一一ことを大いに1T(:fJlして

よいのではないか。

こうした状況の中でJ、かにこの「三

つの•I'I王IJ 的世界を調手ll (i�Jにアジアの

国際システムの•IIに叉・け入れていくか

が、午lj，・に円木にとってはJK�な外交課

題となるはずである。

この点で11ti1則的だったのは、 1991年

llHにソウルで聞かれたアジア太＇f洋

経済協力｜品l僚会議（APEC）の年次総会

であった。 つまり、•I•凶、 計約、 ？ヰ港

という「三つのrj I住IJが同じ資絡で

APECに加＇，V.／.を認められたのである。

その意味では、71年のアルパニア決

議案によってI� I凶がIEl.i±に加出し、 台

湾が脱退したという「一つの中間Jを

めぐるドラマチックな図式が、20年に

してここにiJiill去ったということにも

なる。

しかも、 ノト日の卸小平独裁体制が余

{,j)• �、〈ばくもなく、 場合によっては科

び民主化運動カ勺：百似し、 それを二度と

'•IC'I�抑圧できないという状況も生ずる

と忠われる＂＇で111 IEIにも将米、 民凶ヒ

や分Hr；化が尖引しねることを展望する

ならば、今こそ日本は、「共公汗当：：Jと

「｜主｜境を超える義務」に.flt極的に.i'l献す

るというグローパリズムの立場をより

鮮llJJにすべきであろう。

クリントン米政椛む、 この点につい

ては譲歩しないのではないか。 今ll の

111：併は、｜人j政イミー｜二沙か岡崎を起えた�H;:

i.i主的師、埋かという命題をめぐって、 か

つて3011�1i伐さfトを11��して、｛也問の打118'.

された人々を放うために、英lリ！なれ主

は｛也同に干渉し作る、 と説いた、11；・ell絞

wの父フーゴー・グロティウス以米の

;H;:i!主的h�（J!l［が、 改めてクローズアップ

されねばならない。 そのようなグロー

パル化に111］かつて進んでいくべきだと

私は考えている。 ． 
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｛！どとは見なって、 フランス.�Ifiii<として

のエスフリを身に行け、iiiiJ�ljに熱小さ

れたリ、 行IEIでバレーの台本を ，1::l、て

J：出されたり、 といった文化Jd�削b{ ') 

をぷすのだと，iえようが、 そのような

文化人としての小；r氏が「グローパル

化・diib'；れi?i化jという枠組みの＂＇に

'l'iLIを位以つ’けることi'I体に、 �TI!い苫

，；·を’，l.しておらtlる.＇.＇.＇；が布、｛こは�.＇tに9'1!

昧i奈かった。

なぜなら、 戦後生まれながら、 今lI 

のフランスですはもi主IIされている知識

人、 アラン ・ マンクは、 米凶冷戦終f��

1灸の世界に吹き荒れる民政反乱を『民

肢の�ll-mとして｛·�りした新ミ符の’，，で、

「新たな民政［fii家（エタ・ナシオン） は

この111場経済拡大という次元に11�抗し

ようとするのではなく、 それを引き受

けねばならなL 、jとllJJ餓に結論づけて

いるからである。 この！.＇..：に｜刻しでも、

小江氏の符しい｛IAlt'tを見いだすことが

できる。

中嶋嶺雄

•l•i［�：介・J乙！！；t:'I'iJil大伎の，，，同；命は、

1 I 'iJ<Iに日IIして＇＇＂＂＇を；命ずるという点で

nm：である。 この点では、 あくまでむ
.. ;::i::1としてのけ'ilil.. ｛：のな助から、 名：観

(I�）に＂＇［Iiiを必じ続けたハーバード大学

のpfi"戸、 放ジョン ・ フェアパンクの•I•

1司；台をf比1ヨlし、 •l'iJq＇二日IIして'11ffilを；去

ろうとした、 ポール ・ コーエンの立場

(f匁iの帝国iミ災j平凡社fl］参！！の に比

五iする。

111泌氏には近fl］のエッセ－!trらし

くない大似のお，1.r;J （説先新lltl社）があ

り、 そこで氏は「らしくない大使」 だ

ったと.J�遜しておられるが、J!i:t:(1：回に

対して，，成；ただという，伝l派では、 まさに

「らしい大似Jであられたように足、われ

る。「らしくない」というのは、 住の大

駐在国に忠実な
「らしし、中国論」

文義春 秋 M奇心t地 位 ら 会t、

J”F 
・・・・ ・園 田園咽 E・ ・・
6月号画 ， ． ． 

no side 定価540円（ 説込｝
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J[ ·,:;:;ft.I去の�lrjlEll刈係の{ff：移を締まえて

の1111；ーの筋�＇rきだというのでは、 到底

納f与し�mい。

｜日l教授は、 花、がかねがね恐れている

ように、 1j1 liY;人民J1<f11同の一II b’1!l、

!iiiむだを明むという立場を、 今らl摂持し

て平然としておられるのであろうか。

・M1l•*fi?iUllJ｝.誕の角科目kにド？；：してII ,j�が

ひときわ立大であった、 という比fjは

川dっている。車王i?iflil

〈不.it主；）＇，な下｛止と-t＇えるカ、らである。

．アジアの＂＇でl I '1'11i1j 

'.'i'；化することのマイナス，，，，、 という指

摘は、 11111がが；，｝�して￥ii似をよ！とめると

いうなlほだとすると1111i-1いである。

• p川'iJiliHlけ外交J、「1I •I•／.＞＜：好一

辺倒外交J とは、l1iJ教J去のお好きなぷ

引だが、私をして』：；わしむれf;f、「対欧

米f:!Jtけ外火j、「欧米一辺倒外交J の

}j f){ ifl11'1；ではあるまいか。

・「三つの小l.EIJ J命は、 政ifiと＊lf:i汗と

がili�どしていて説引)Jに乏しい。
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中国の崩壊を
お望みか

，，，的教J交の所，，命には、「•I•同の行方J

についての,ui.1引がほとんどない。

•I•凶は「依然として共産党一党独Jt.

を1:i�待し、 あれだけの人権�fll圧をやっ

て・1＜然としているJ 11�で、「武r.:t輸出、

'•IL』j；、 革MおL必（1(J • .f1.i:YLi主J釘l'·J行為」

むHう1 1qであり、 そのi j· }jとしては、

「：HI小平独総体制は余命いくばくもな

く上「将米、 以ヒ化や分t俗化が’ぷlJ.l.し

1＇.�るとj説明するJと、 述べられている

にとどまる。

文脈から｛佐官民するに、 郷小平がいな

くなると、 民J＝.化illH•JJが再び山陽し、

これを日｜（・l＇�flll i:できないために、 人－混

乱の小に民l：化や分続化が’'.k�lすると

いうことなのだろうか。

それが1I '1• 11l1i11�の）於：�（i\j·，·日；：・、｜見l係

中江要介


